
 

   

   

   

「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」の集計結果 

 

１． 調査の目的 

会員各社の各事業部門における景況について、現在の状況と見通しを四半期ごと

に調査することにより、全体としての住宅不動産市場の市況動向を把握し、各種資料

作成の為の基礎資料とするとともに、会員各社の参考とする。 

 

２． 調査方法 

協会正会員 628 社（平成１９年６月２８日現在）に対してＦＡＸにてアンケートを依頼。 

 

３． 調査内容 

（１）分譲住宅 

①戸建住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②マンション（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

（２）不動産仲介・代理 

①売買 

②賃貸 

（３）賃貸管理 

（４）建築請負 

①個人住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②法人受注 

③ビルその他の受注 

 （５）リフォーム 

 

上記各部門において、各社の（ア）第１四半期（平成１９年４～６月）の状況、（イ）次

期四半期（平成１９年７～９月）の見通しについてそれぞれ、「良い」「やや良い」「普通」

「やや悪い」「悪い」の５段階評価を行う。及び、第１四半期（平成１９年４～６月）の状況

について、会員の資本金別に集計を行う。 

 

４． 調査実施期間 

平成１９年６月２８日～平成１９年７月１９日 

 

５． 回答社数 

 204 社／６２8 社（全国） 

※本部会員 145 社、支部会員 ５９社 



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表(全国版）

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況
 全体 戸建住宅 マンション

売れ行き
 全体 戸建住宅 マンション

0%

10%

20%

30%

40%

50%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
0%

10%

20%

30%

40%

50%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

平成18年度第4四半期の状況

平成19年度第1四半期の状況

平成１９年度第2四半期の見通
し

0%

10%

20%

30%

40%

50%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

良い やや良い 普通 やや悪い 悪い

平成18年度第4四半期の状況

平成19年度第1四半期の状況

平成１９年度第2四半期の見通
し



Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

Ⅲ　賃貸管理
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Ⅳ　建築請負

個人住宅
来場状況 売れ行き 法人受注 ビルその他の受注

ビルその他の受注

Ⅴリフォーム
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「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」平成19年第1四半期における資本金別集計結果  全国版　

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 2% 0% 3% 良い 0% 0% 0% 0% 良い 0% 4% 0% 5%

やや良い 5% 4% 2% 17% やや良い 0% 3% 5% 10% やや良い 11% 4% 0% 21%

普通 38% 42% 33% 66% 普通 49% 41% 45% 60% 普通 22% 43% 23% 68%

やや悪い 48% 33% 48% 10% やや悪い 43% 38% 40% 30% やや悪い 56% 26% 55% 0%

悪い 9% 19% 17% 3% 悪い 8% 17% 10% 0% 悪い 11% 22% 23% 5%

売れ行き

 全体 戸建住宅 マンション

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 0% 0% 0% 良い 0% 0% 0% 0% 良い 0% 0% 0% 0%

やや良い 9% 6% 5% 21% やや良い 8% 7% 10% 20% やや良い 10% 4% 0% 21%

普通 34% 40% 26% 59% 普通 41% 34% 30% 60% 普通 27% 48% 22% 58%

やや悪い 45% 35% 63% 17% やや悪い 35% 38% 55% 20% やや悪い 57% 30% 70% 16%

悪い 12% 19% 7% 3% 悪い 16% 21% 5% 0% 悪い 7% 17% 9% 5%



Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 7% 8% 5% 良い 0% 8% 5% 0% 良い 0% 5% 11% 13%

やや良い 14% 9% 18% 21% やや良い 20% 4% 19% 18% やや良い 7% 14% 16% 25%

普通 52% 48% 48% 68% 普通 47% 50% 48% 73% 普通 59% 45% 47% 63%

やや悪い 26% 33% 25% 5% やや悪い 27% 29% 24% 9% やや悪い 24% 36% 26% 0%

悪い 8% 4% 3% 0% 悪い 6% 8% 5% 0% 悪い 10% 0% 0% 0%

Ⅲ　賃貸管理

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 3% 8% 6% 0%

やや良い 8% 0% 12% 40%

普通 82% 75% 71% 60%

やや悪い 5% 17% 6% 0%

悪い 3% 0% 6% 0%



Ⅳ　建築請負

個人住宅

来場状況 売れ行き 法人受注

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 0% 0% 0% 良い 0% 0% 0% 0% 良い 0% 0% 18% 0%

やや良い 11% 21% 0% 0% やや良い 3% 14% 7% 25% やや良い 0% 7% 0% 0%

普通 57% 21% 58% 75% 普通 58% 27% 50% 50% 普通 56% 43% 45% 80%

やや悪い 21% 37% 33% 25% やや悪い 26% 36% 36% 25% やや悪い 31% 43% 9% 20%

悪い 11% 21% 8% 0% 悪い 13% 23% 7% 0% 悪い 13% 7% 27% 0%

ビルその他の受注 Ⅴリフォーム

資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上 資本金5千万円未満 資本金１億円未満 資本金１～１０億円未満 資本金１０億円以上

良い 0% 0% 9% 0% 良い 0% 7% 7% 0%

やや良い 8% 15% 0% 0% やや良い 27% 36% 21% 0%

普通 46% 31% 64% 0% 普通 54% 29% 43% 88%

やや悪い 31% 38% 9% 0% やや悪い 15% 21% 14% 13%

悪い 15% 15% 18% 0% 悪い 4% 7% 14% 0%



　　　　　　各社コメントより

全体のコメント
支部 コメント

全体的に商業施設、住宅共々供給過剰ぎみある。投資目的での受注については不安定
なところがある。

全体的にあまり良くない。金利、税制などを優遇してもらいたい。

本部 首都圏と郊外、大手と中小、旧価格と新価格等、二極化が著しい。

都心での仕入れ難、郊外での販売難が秋以降に増加するであろう。

建設費高騰により物件価格が上昇しているが、需要は拡大しているので売上げは伸びる
と予想している。

全般的に業績は横ばいに推移している。住宅ローンの金利上昇傾向に有って、かけ込み
需要を期待したが力強さはない。

郊外の来場者の減少が顕著である。

設計事務所ですが、建築基準法の改正により、いくつかの案件が延期になった。

今期は新戦力の増強により、教育時間が取られ売行きに影響した。

ビル売買は、都心3区を中心にニーズも高く、今後もしばらく好調が続くと思われる。戸
建、マンションの売買、仲介については、来場等も横ばいできめ細かな対応で成約に結
び付けてゆく必要がある。

土地の仕入れが進まない。

郊外のマンションの集客、販売が悪化。購入者が新価格について来れない。

集客状況として低価格（３０００万円まで）はまずまずだが、高価格帯（４０００万円超）は反
応が鈍い。

新価格の物件に購入者が追いつけていない。増税問題等で一時的には駆け込み需要が
あっても、このまま価格が上昇傾向に向かえば、業界全体としては買い控えが圧倒的に
多くなると懸念する。

一般住宅、新築物件は売行きが不透明である。リフォーム需要が堅調である。

建築費の上昇が気がかりである。

４から６月は来場者、成約率共に予定を下回った。今後商品価格帯を調整して行く予定。

人気沿線については来場は多いものの価格高騰に伴い成約数は思ったほど伸びてこな
いと感じる。

建築費の上昇が予想されるが、地域により価格転嫁できない場合もあり、エリアごとのマー
ケティング、商品企画が必要となる。

個人住宅のリフォームが増加する見込みである。

信越 希望者、問合せはそこそこあるが、成約は厳しい。

東海
戸建は来場が悪いが、成約率は高い。売買、仲介は、良物件のみ活発。賃貸は値下がり
気味である。

ホームページ、メディアによる認知度と配信効果により力を入れて、顧客からのコミュニ
ケーション、チャンネルを多く持つことに注力する。

日本全体経済は順調なので必ずムードは戻ると考える。労働分配率も上がってくると考え
る。

九州 個人住宅の着工減により、地価下落は続いている。業種によらず地方では低迷している。

北海道

関西
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　　　　　　各社コメントより

（戸建）分譲住宅の戸建住宅に関するコメントを示す。

（マンション）分譲住宅のマンションに関するコメントを示す。

本部
（戸建）沿線全体の販売価格が軒並み５００万円以上上がり、購入希望者の予算乖離が目
立つ。

（戸建）最近販売を始めたが感触はまずまずである。

（戸建）７・８月は例年落込むが9月からは普通に戻るのではないか。

（戸建）4月から顧客の動きがなくなり、春のこの時期にしては珍しく動きがなく売行きはよく
ない。

（戸建）広告宣伝費増加によりかろうじて来場を維持している。

（戸建）近隣分譲マンションの価格動向により戸建志向の回復が見られるが、高価格帯の
戸建物件についてはまだ中古マンションの価格が上がらず、買い替え層の動きが弱い。

（戸建）明るさ「きざし」は見えてこない。

（戸建）来場者は今後とも多くないと思われる。

（戸建）価格上昇に伴う買い控えと資金計画に厳しさがある。土地上昇に比べ、所得が伴
わない。

（マンション）用地、建築費高騰で、販売価格が高くなったためやや悪かった。

（マンション）郊外型物件の来場件数、販売件数の減少が著しい。

（マンション）供給過多である。

（マンション）物件価格の値上がりにより、集客及び契約率は低下している。今後も建築費
の値上がり等で、売行きの悪化が予想される。

（マンション）用地仕入れが計画通り出来ない状況である。

（マンション）地方に進出してみたが、一層の市場調査が必要である。

（マンション）物件にもよるが、モデルルームへの来場者は少なめであった。

（マンション）来場者はそこそこあるものの、顧客のマンションに対する選別眼が厳しくなっ
ていると思われる。

（マンション）第一四半期は概ね予想範囲内の状況であった。今期は、新規物件はあるが
金利高騰により横ばいの見込み。

（マンション）低所得者層をいかに拾い上げるかが今後の目標である。

（マンション）問合せはあるが、来場に結びつかない。

（マンション）６月以降来場者数が大きく減少、選挙結果と経済動向により上ぶ
れる可能性もあり。

（マンション）販売時期、物件にもよるが、全体的には来場者、売行きは悪い。

（マンション）金利先高感による購入意欲は高まるとみる。
ニーズや価値観の違いから、購入者の条件と立地、価格、商品企画等の条件格差が拡
大している。

（マンション）金利上昇など好材料もあるので期待したい。

（マンション）地価の先高感から売り出し時期のずれ込み分が市場に投入され、新価格も
市場に浸透していくと思われるので、引き続き好調に推移していくと思われる。

関西 （戸建）昨年の秋頃より来場がやや悪く、供給が多すぎて悪くなると思われる。

（マンション）マンション分譲は現在行っていないが、非常に厳しい状況であると聞いてい
る。

（戸建）集客状況はかんばしくない。

（マンション）物件による好・不調がはっきりしており、全体としては、来場、売行き共厳し
い。今後新価格物件では、厳しい見通しを想定している。

東海
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　　　　　　各社コメントより

（売買）不動産仲介・代理の売買に関するコメントを示す。

本部 （売買）前期は好不調の波があったが、総じて予想内であった。今期も同様の見込み。

（売買）住宅ローン金利上昇、新価格に伴うエンドの反応が鈍く、結論まで相当の時間を
要し厳しい状態が続く。売却物件受託は低価格帯の資産処分が多い。

信越 （売買）引合いそのものが少ない。

東海 （売買）引合いは多いが、価格の上昇もあり成約としては例年並である。

四国
（売買）地方都市においても競合物件が多くなり、供給過多の地域が増加し、集客力が落
込む見込み。

（賃貸）不動産仲介・代理の賃貸に関するコメントを示す。

本部 （賃貸）成約件数は微増しているものの集客は減少した。

（賃貸）コンスタントに収益がある。

（賃貸）集客、来店数が少なくなっている。

（賃貸）社宅要望が増えている。ただし、大手参入で激戦が予想される。

（賃貸）夏休暇にて転居希望が若干回復。

（賃貸）新築物件の取扱い増

（賃貸管理）賃貸管理に関するコメントを示す。

本部 （賃貸管理）都心型は好調継続中。

（賃貸管理）滞納者が増加している。

（賃貸管理）オーナーより管理料率の値下げ要望が増えた。

（個人住宅）建築請負の個人住宅に関するコメントを示す。

本部
（個人住宅）引合いは有るが、商談までの顧客は少ない。また、顧客層は３０代土地無しの
人が多く建替えが少ないので受注まで時間がかかる。

（個人住宅）請負は個別の営業はしていない。紹介での対応が多く、例年より上向いてい
る。

信越 （個人住宅）全国展開のローコスト住宅会社が数社参入し、大変厳しいさを増している。

北陸 （個人）営業能力のレベルUPにより上向き傾向。

（法人）建築請負の法人からの受注に関するコメントを示す。
（ビル）建築請負のビルその他の受注に関するコメントを示す。

本部
（ビル）土地価格の上昇に対し、賃料の上昇感がまだ感じられないので建築費UPで事業
収支が改善されず受注は厳しい。引合いはあるので今後は浮上か。

（ビル）ビルの解体工事の受注は順調である。

（リフォーム）リフォームの受注に関するコメントを示す。

（リフォーム）法人、個人ともメンテ、リフォーム要望が増加している。

（リフォーム）少しずつ、受注は伸びている。

信越 （リフォーム）数十年管理客からの受注が多い。

本部
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